
３
月
８
日
ま
で

鶴
岡
市
は
１
月

日
に

31

「
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

基
本
方
針
」（
案
）
を
ま
と

め
、

日
か
ら
３
月
８
日

12

ま
で
市
民
の
意
見
を
募
集

し
、
年
度
中
に
策
定
。
平

成

年
度
か
ら
全
市
で
取

25

り
組
む
指
針
と
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

基
本
方
針
案
を
ま
と
め

た
の
は
、
昨
年
３
月
に
立

ち
上
げ
た
市
民
各
層
の
20

人
を
委
員
と
し
た
「
市
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
あ
り
方

検
討
委
員
会
」（
委
員
長
・

小
沢
亙
山
形
大
学
農
学
部

教
授
）
で
す
。

町
内
会
と
地
区
の
役
割

基
本
方
針
案
で
は
、
町

内
会
や
自
治
会
な
ど
市
内

４
６
８
あ
る
単
位
自
治
組

織
に
つ
い
て
、
最
も
身
近

な
組
織
と
し
て
環
境
整
備
、

親
睦
、
生
涯
学
習
の
ほ
か
、

防
災
・
助
け
合
い
、
個
人

で
は
解
決
で
き
な
い
課
題

に
も
取
り
組
む
と
し
て
い

ま
す
。

小
学
校
区
や
地
区
公
民

館
な
ど
を
区
域
と
し
た「
広

域
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
」

で
は
、
住
民
と
行
政
と
の

つ
な
ぎ
役
や
、
地
域
の
資

源
を
活
用
し
た
地
域
づ
く

り
、
災
害
に
強
い
地
域
づ

く
り
の
ほ
か
、
広
域
的
課

題
の
解
決
な
ど
に
取
り
組

む
と
し
て
い
ま
す
。

地
区
公
民
館
の
再
編

行
政
は
、「
地
区
担
当
職

員
制
度
」
の
導
入
、
旧
市

町
村
で
異
な
る
町
内
会
長

等
の
報
酬
や
各
種
補
助
金

（
上
表
）
を
ま
と
め
る
「
総

合
交
付
金
」
へ
の
再
編
、

社
会
教
育
施
設
で
あ
る
地

区
公
民
館
を
広
域
的
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
管
理
し
、

福
祉
や
防
災
、
地
域
づ
く

り
活
動
の
拠
点
と
な
る「
地

域
活
動
セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）

へ
再
編
す
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
推
進
方
策
と

し
て
、
外
部
関
係
者
を
含

む
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
性
化
推
進
委
員
会
」（
仮

称
）
を
設
置
し
、
６
地
域

ご
と
に
「
推
進
計
画
」（
仮

称
）
の
策
定
や
、
地
域
庁

舎
の
組
織
体
制
構
築
、
庁

舎
ス
ペ
ー
ス
を
市
民
の
交

流
や
活
動
の
場
と
し
て
提

供
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。

ね
ら
い
は
コ
ミ
セ
ン

化
と
コ
ス
ト
削
減

市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

策
再
編
の
ね
ら
い
は
、
旧

市
町
村
ご
と
に
大
き
く
異

な
る
制
度
を
鶴
岡
市
の
例

で
統
一
を
図
り
、
行
財
政

改
革
の
一
環
と
し
て
人
件

費
と
行
政
コ
ス
ト
削
減
を

図
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

藤
島
地
域
の
お
い
て
は

平
成

年
度
か
ら
、
地
区

26

公
民
館
を
教
育
委
員
会
か

ら
市
長
部
局
に
移
管
し
、

「
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
」（
仮

称
）
に
名
称
を
変
え
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化

し
、
地
区
単
位
の
町
内
会

長
会
や
町
公
連
に
指
定
管

理
し
、
社
会
教
育
と
公
民

館
活
動
の
運
動
か
ら
撤
退

す
る
こ
と
で
す
。

待
遇
は
高
卒
初
任
給

セ
ン
タ
ー
の
職
員
は
指

定
管
理
団
体
が
雇
用
す
る

と
さ
れ
、
要
員
費
は
施
設

面
積
と
世
帯
数
に
応
じ
て

決
め
ら
れ
、
委
託
費
に
含

む
給
与
水
準
は
高
卒
初
任

給
の
水
準
（

万
０
１
０

14

０
円
）
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
社

会
教
育
や
生
涯
学
習
を
担

う
専
門
職
と
し
て
雇
用
し

よ
う
と
す
る
な
ら
、
地
元

負
担
で
支
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

大
山
は
６
８
８
０
円

市
で
は
、
指
定
管
理
に

移
行
す
る
段
階
で
「
新
た

な
住
民
負
担
は
求
め
な
い
」

と
明
言
し
て
い
ま
す
が
、

現
実
に
、
例
え
ば
大
山
地

区
で
は
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
統
合
と
ボ
イ
ラ
ー
運

転
委
託
料
の
廃
止
な
ど
で
、

コ
ミ
セ
ン
を
管
理
し
て
い

る
自
治
会
費
を
年
額
５
６

８
０
円
か
ら
次
年
度
は
６

８
８
０
円
に
１
２
０
０
円

引
き
上
げ
さ
れ
ま
す
。

「
現
状
か
ら
大
き
く
後

退
す
る
よ
う
な
条
件
で
は

指
定
管
理
は
受
け
ら
れ
な

い
」
と
言
明
す
る
公
民
館

長
も
お
り
、
市
は
「
行
革
」

で
犠
牲
を
強
い
る
再
編
は

改
め
る
べ
き
で
す
。

2013年２月17日
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発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい
（月２００円程度）
2月 7人 4,800円
1月 47人 37,150円

地域別の地域コミュニティの仕組みや行政支援等の内容

鶴岡
藤島 羽黒 櫛引 朝日 温海

市街地 郊外地

単位自治組織名 

(組織数)

町内会 町内会 － 地区自治会 － 自治会 

(102) (61) (71) (21) (38) (27)

町内会,住民会 

自治会 
(148)

代表者名 

(特別職制度)

町内会長 町内会長 区長 区長 駐在員 自治会長 

　(－) 　(○) (○) (○) 　(○) (－)

町内会,住民会 

自治会長 
(－)

連合組織名 町内会連合会 区長会 区長会 駐在員連絡協議会 自治会長会
町内会長連絡 

協議会

広域組織 

(組織数)

コミユニテイ振興会 自治会， 

協議会 自治振興会 - - - - -
(６) 　(15)

広域活動拠点名称 

(館数)

コミセン コミセン他 地区公民館 地区公民館 地区公民館 地区公民館 地区公民館 

(6) (15) (5) (4) (1) (3) (自治公併用)(5)

拠点の管理体制
広域組織 広域組織 市直営 地元自治会 

(指定管理) (指定管理) (非駐在) （自治公として）
市直営 市直営 市直営

自治会活動補助金
鶴岡市町内会 鶴岡地域住民会 旧櫛引町集落 朝日地域行政 旧温海町自治会 

運営事業補助金 等運営交付金 自治振興交付金 運営交付金 総合交付金
- -

連合組織 

活動 

補助金

運営補助 連合会 - 協議会 - - - -

鶴岡市町内会 町内会長連絡 

事業補助金 運営補助金

研修補助 - -
羽黒区長会研修 櫛引区長会研修 朝日地域駐在員 

補助金 事業補助金 研修事業補助金

自治公民館 

活動支援

運営補助
公民館類似施設整備等 

補助金(ソフト)
- - -

櫛引地域生涯学習事業 公民館類似施設 

費補助金 事業振興費補助金

建設補助
旧鶴岡市公民館類似施設建築 

資金融資あっ旋制度

公民館類似施設整備等補助金(ハード)

新築;3割500万上限 新築：5割500万上限 新築：1/3 300万上限 新築：5割 l0000万上限 新築;なし 

改修;3割75万上限 改築：5割200万上限 改修：1/3 33.3万上限 改修：1/3 700万上限 改修：1/3上限なし

防犯灯電気料
集落内 防犯灯料補助金 

(95%補助)

- - - △ 

(一部行政運営交付金)

△ 

(一部総合交付金)
集落間 市 市 市

防犯灯新設

 
集落内

旧鶴岡市街路灯補助金 

(1/2補助、上限あり)
市 市

旧羽黒町 旧櫛引町 

防犯灯 防犯灯施設 
整備補助金 整備事業補助金 

(1/2補助、上限無し) (1/3補助、上限無し)
市

集落間 市 市 市 市 -

防犯灯更新

 

集落内
旧鶴岡市街路灯補助金 

(1/4補助、上限あり)

- 防犯灯整備補助金 - 市

旧羽黒町 

(1/2補助、上限無し)
市

集落間 市 市 市 -

防犯灯修繕
集落内  

-

- - -  

-

 

-集落間 市 市 市

衛生業務交付金 衛生業務交付金 - - - - -

鶴岡市地域コミュニティ基本方針（案）平成25年1月31日



庄
内
町
議
会
は

月
議

12

会
で
、
治
安
維
持
法
犠
牲

者
国
家
賠
償
要
求
同
盟
鶴

岡
田
川
支
部
（
戸
村
昌
也

支
部
長
）
提
出
の
請
願
を

採
択
し
、
意
見
書
を
政
府

に
送
り
ま
し
た
。

請
願
は
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
、
採
決
の

結
果
６
人
の
委
員
の
全
会

一
致
で
採
択
。
本
会
議
で

は
賛
成

、
反
対
２
の
多

16

数
で
、
意
見
書
は
「
賠
償
」

を
削
除
し
一
部
修
正
さ
れ
、

賛
成

、
反
対
１
の
多
数

17

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

同
法
は
国
民
を
戦
争
に

駆
り
立
て
、
自
由
を
奪
い

拷
問
に
よ
り
虐
殺
や
獄
死

に
至
ら
せ
た
も
の
で
、
国

先
々
号
「
青
春
」
の
詩

の
こ
と
。
Ｋ
さ
ん
に
会
っ

た
ら
「
い
い
詩
を
書
い
て

く
れ
ま
し
た
ね
。
私
は
手

帳
に
全
文
を
書
い
て
持
ち

歩
い
て
い
る
の
で
す
よ
」

と
言
わ
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。

報
告
し
て
本
題
に
入
る
。

２
月

日
・
日
曜
版
１

10

面
、
柔
道
全
日
本
女
子
選

手
へ
の
暴
力
な
ど
ス
ポ
ー

ツ
界
の
体
罰
・
暴
力
問
題
。

指
導
者
は
体
罰
を
や
め
よ

う
と
呼
び
か
け
る
柔
道
金

メ
ダ
リ
ス
ト
・
古
賀
稔
彦

さ
ん
の
記
事
で
あ
る
。

古
賀
さ
ん
は
、
現
役
引

退
後
全
日
本
女
子
柔
道
コ

ー
チ
強
化
コ
ー
チ
に
な
っ

た
。「
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も

…
受
け
流
さ
れ
て
い
る
感

じ
で
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

…
こ
の
人
な
ら
何
で
も
話

せ
る
と
い
う
関
係
を
つ
く

ろ
う
」と
し
た
と
語
る
。「
自

分
の
経
験
だ
け
で
は
だ
め

だ
。
医
学
的
知
識
が
必
要
」

と
弘
前
大
学
で
ス
ポ
ー
ツ

医
学
も
学
ん
だ
。

「
ス
ポ
ー
ツ
指
導
の
根

本
問
わ
れ
る
」
２
月
９
日

付
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
主
張
で

あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で

日
本
は
過
去
最
高
の
メ
ダ

ル
を
獲
得
。
そ
の
背
景
に
、

自
立
し
た
選
手
、
そ
れ
を

促
が
し
た
指
導
者
が
い
る
。

「
競
技
者
と
の
信
頼
関
係

を
基
本
に
据
え
た
指
導
が

結
果
を
出
し
て
い
る
こ
と

に
、
も
っ
と
光
を
」
と
主

張
す
る
。
そ
し
て
、「
殴
っ

て
も
何
も
解
決
し
な
い
。

子
ど
も
た
ち
の
自
立
心
が

な
く
な
る
」、
元
プ
ロ
野
球

桑
田
投
手
、「
リ
ー
ダ
ー
は

選
手
の
問
題
解
決
に
誠
実

に
向
き
合
い
、
信
頼
関
係

の
起
点
に
な
る
こ
と
」、
ロ

ン
ド
ン
五
輪
銀
メ
ダ
ル
の

女
子
卓
球
、
村
上
監
督
の

言
葉
を
紹
介
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、「
体
罰
を
全

く
否
定
し
て
教
育
な
ん
か

は
で
き
な
い
。」
な
ど
と
い

う
政
治
家
が
い
る
。
文
部

科
学
大
臣
も
経
験
し
た
衆

院
議
長
の
伊
吹
文
明
氏
で

あ
る
。
即
刻
退
場
願
い
た

い
。

除
を

万
円
を
越
え
た
分

10

と
覚
え
て
い
る
人
が
多
い

が
、

万
円
又
は
所
得
の

10

５
％
を
越
え
た
分
、
と
い

う
の
が
正
し
い
の
で
す
。

▼
５
％
で

万
円
に
な
る

10

の
は
、
所
得
が
２
０
０
万

円
を
越
え
る
人
で
す
ヨ
。

２
０
０
万
円
の
所
得
は
、

給
料
で
年
３
１
１
万
円
以

上
の
収
入
の
人
。
年
金
で

は
、

歳
ま
で
の
人
が
３

65

１
６
万
円
、

歳
以
上
の

65

人
は
３
２
０
万
円
以
上
の

収
入
の
人
だ
か
ら
ネ
。
そ

れ
よ
り
収
入
の
少
な
い
人

は
所
得
の
５
％
を
計
算
し

て
み
る
ん
で
す
ナ
ー
。

▼
も
う
一
つ
覚
え
て
ほ
し

い
の
は
、
税
金
は
５
年
分

サ
カ
ノ
ボ
ッ
テ
正
し
い
税

額
に
す
る
事
が
で
き
る
と

い
う
事
。
し
た
が
っ
て
５

年
前
の
所
得
が
変
わ
れ
ば
、

住
民
税
や
国
保
税
の
額
が

変
わ
っ
て
税
金
が
返
っ
て

く
る
事
に
な
る
の
で
す
。

▼
去
年
ま
で
シ
ロ
ア
リ
駆

除
を
し
た
家
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
雑
損
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
ヨ
。
そ
れ
こ
そ

５
年
間
サ
カ
ノ
ボ
レ
ま
す
。

で
す
。（
石
川
）

体
罰
や
め
よ
う
！

金
メ
ダ
リ

ス
ト
・
古
賀
稔
彦
さ
ん

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

税
の
時
期
に
な
っ
た

今
年
も
税
金
の
申
告
時

期
に
な
っ
た
。
毎
年
２
月

日
か
ら
３
月

日
ま
で

16

15

が
確
定
申
告
の
時
期
な
の

だ
。

▼
給
料
で
も
年
金
で
も
１

年
間
で
こ
れ
だ
け
く
れ
た

ヨ
と
い
う
、
源
泉
徴
収
票

と
い
う
の
が
届
く
が
、
扶

養
親
族
や
生
命
保
険
を
控

除
す
る
よ
う
申
請
し
た
人

で
も
正
確
な
税
金
に
す
る

の
が
確
定
申
告
な
の
だ
。

▼
確
定
申
告
の
必
要
が
あ

る
の
が
、
退
職
す
れ
ば
か

か
る
国
民
健
康
保
険
税
と

誰
で
も
関
係
が
あ
る
医
療

費
控
除
だ
。
生
命
保
険
も
。

▼
医
療
費
に
は
、
医
者
の

分
と
薬
屋
の
分
の
他
に
ハ

イ
ヤ
ー
や
電
車
賃
（
例
え

ば
仙
台
の
病
院
へ
行
っ
た

ナ
ド
）
が
あ
る
。
医
療
費

控
除
は
、
家
族
の
分
を
合

算
し
て
誰
が
使
っ
て
も
い

い
の
だ
が
…
。

▼
オ
ラ
エ
ナ
、

万
円
ナ

10

ラ
ネ
ケ
モ
ノ
と
い
う
人
が

い
る
よ
う
だ
。
医
療
費
控

は
犠
牲
者
に
謝
罪
も
賠
償

も
お
こ
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

庄
内
地
方
で
は
三
川
町

議
会
に
続
く
２
つ
め
の
採

択
で
快
挙
で
す
。

工
藤

博
司

や
は
り
羽
越
線
沿
線
の
風
景
。

鶴
岡
市
か
ら
越
後
府
屋
に
か
け
て
し
ば

ら
く
日
本
海
に
面
し
た
集
落
が
続
く
。

冬
と
も
な
れ
ば
、
雪
ま
じ
り
の
北
西
の

風
が
よ
う
し
ゃ
な
く
襲
い
か
か
る
。
家
々

は
固
く
戸
を
閉
ざ
し
、
屋
根
に
届
く
高
さ

に
冬
囲
い
を
す
る
景
も
見
ら
れ
る
。
羽
越

線
は
、
海
沿
い
と
い
い
な
が
ら
、
集
落
よ

り
一
段
高
い
と
こ
ろ
を
走
り
、
線
路
の
両

側
に
は
、
自
給
の
た
め
の
野
菜
畑
が
わ
づ

か
に
広
が
る
。

そ
こ
に
は
植
え
捨
て
ら
れ
た
大
根
や
冬

菜
の

類

も
見
ら
れ
、
白
菜
な
ど
は
も
う

た
ぐ
い

立
ち
枯
れ
は
じ
め
て
い
る
。
白
菜
は
少
々
葉
が
枯
れ
て
も
、
そ
の
部
分
を
剥
げ

ば
真
新
し
い
姿
に
な
る
が
、
痩
せ
た
ま
ま
で
畑
に
残
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、

こ
の
地
で
の
く
ら
し
の
き
び
し
さ
を
思
い
、
胸
が
ふ
さ
が
る
。

（画・加藤貞雄）


	m2013021701
	m2013021702

